






The Relationships between "Environment of Ibasho" 
and Identity in University Students 



































































































































































(1)多次元自我同一性尺度（谷， 2001): 20項目を Appendixに示した。「7: 非
常にあてはまる， 6 : かなりあてはまる， 5 : どちらかというとあてはまる，
4 : どちらともいえない， 3 : どちらかというとあてはまらない， 2 : ほとん















現在の「居場所」の有無の比は， 304名 (95.0%): 16名 (5.0%), 中学生の頃
の回想の「居場所」の有無の比は， 302名 (93.5%): 21名 (6.5%) という結果で
あった。現在と中学生の頃の回想の「居場所」の有無で差があるか否かを検討す
るために， x2検定を行ったところ，中学生の頃の方が現在よりも「居場所」がな
いと認知している人が有意に多いことが明らかとなった (X2[1]=85.65, p < .001)。
また，中学生の頃と現在で，「居場所」の有無が変わっている人は，「中学生の頃
















































Table 1 中学生の頃と現在の「居場所環境」の上位5つの場所 (n/%) 
1 2 3 4 5 無記入
1つ目 自分の部屋 家 リビング 学校 教室
(136/41.2) (41/12.4) (41/12.4) (24/7.3) (24/7.3) (27 /8.2) 
2つ目 教室 家 リビング 自分の部屋 蹄活・音闘室
中学生の頃 (70/21.2) (43/13.0) (43/13.0) (36/10.9) (24/7.3) (51/15.5) 
の「居場所」 3つ目 リビング 教室 部活・部室 家 学校
(35/10.6) (35/10.6) (34/10.3) (23/7.0) (18/5.5) (114/34.5) 
4つ目 部活・部室 リビング 歓紐の家，翡屋 塾 自分の節屋
(29/8.8) (14/4.2) (1/3.3) (10/3.0) (9/2.7) (206/62.4) 
5つ目 台所 塾 教室 リビング お風呂
(9/2.7) (4/1.2) (3/0.9) (2/0.9) (2/0.9) (228/87.3) 
1 2 3 4 5 無記入
1つ目 自分の部屋 家 アパート・下宿 学校・大学 宿舎
(145/43.9) (48/14.5) (28/8.5) (21/6.4) (15/ 4.5) (23/7.0) 
2つ目 学校・大学 友だち哨も鯖屋 自分の部屋 家 リビング
現在の (60/18.2) (31/9.4) (26/7.9) (21/6.4) (20/6.1) (57/17.3) 
「居場所」 3つ目 学校・大学 バイト先 サー クル 実家 リビング
(39/12.8) (27 /8.2) (20/6.1) (15/4.5) (15/ 4.5) (119/36.1) 
4つ目 バイト先 サー クル 実家 家 リビング
(13/3.9) (1/3.3) (9/2.7) (6/1.8) (6/1.8) (221/67.0) 
5つ目 バイト先 友だちの家・翡屋 自分の節屋 家 サー クル


























































（い[8]=2873.68,p < .001)。調整済み残差による残差分析の結果， G群と H群
が有意に多く，他の群が有意に少ないという結果が示された。現在の「居場所環
境」の群間の度数に差があるか否かを検討するために，炉検定を行ったところ，


























行った。なお，「居場所環境」 8分類のうち，度数の少なかったC群 (n=1) と
G群 (n=9)を除外し，他の 6群 (A群［居場所なし]. B群［自分ひとりの居
場所のみ]. D群［友だちのいる居場所のみ]. E群［自分ひとり＋家族の 2種















































3.49 (1.14) 3.58 (1.04) 
3.81 (1.01) 3.87 (.90) 
4.15 (1.2) 4.49 (.90) 
3.54 (1.31) 3.75 (1.10) 
4.39 (1.0) 4.21 (.96) 
4.63 (1.05) 4.53 (.87) 
6.45 ** 5.08 ** 
A, B, E<H A<F A, B<H 






































































3.36 (1.19) 3.49 (.86) 
3.95 (.98) 3.7 (1.01) 
3.70 (.92) 3.8 (.80) 
4.39 (1.03) 4.45 (.69) 
4.31 (1.19) 4.17 (1.09) 
4.41 (1.03) 4.26 (1.0) 
4.58 (1.08) 4.51 (.94) 
4.81 ** 4.23 ** 
A,B,E<H A<F A,B<H 























自己斉一性 対自的同一性 対他的同一性 心理社会的
・連続性 同一性
合計
中学生の頃の「居場所」の有無 .06 .1 .16 * .19 * .16 * 
現在の「居場所」の有無 .16 * -.01 .12 .09 .10 
説明率 (Rり .04 * .Oln.s. .06 ** .06 ** .05 ** 
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Appendix 多次元自我同一性尺度（谷， 2001)
自己斉一性・連続性 (*)は逆転項目
過去において自分をなくしてしまったように感じる。（＊）
過去に自分自身を置き去りにしてきたような気がする。（＊）
いつのまにか自分が自分でなくなってしまった気がする。（＊）
今のままでは次第に自分を失っていってしまいそうな気がする。（＊）
「自分がない」と感じることがある。（＊）
対自的同一性
自分が望んでいることがはっきりしている。
自分がどうなりたいのかはっきりしている。
自分のするべきことがはっきりしている。
自分が何をしたいのかよくわからないと感じるときがある。（＊）
自分が何を望んでいるのかわからなくなることがある。（＊）
対他的同一性
自分のまわりの人々は、本当の私をわかっていないと思う。（＊）
自分は周囲の人々によく理解されていると感じる。
人に見られている自分と本当の自分は一致しないと感じる。（＊）
本当の自分は人に理解されないだろう。（＊）
人前での自分は、本当の自分でないような気がする。（＊）
心理社会的同一性
現実の社会の中で、自分らしい生き方ができると思う。
現実の社会の中で、自分らしい生活が送れる自倍がある。
現実の社会の中で自分の可能性を十分に実現できると思う。
自分らしく生きてゆくことは、現実社会の中では難しいだろう。（＊）
自分の本当の能力を生かせる場所が社会にはないような気がする。（＊）
-101 -
